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 (1) アンケートの結果から（現在の子育て意識と環境） 
 (2) 「子育て支援」の必要性（現代社会のひずみ） 
 (3) 保護者と大学生のアンケート結果から（意識の比較） 
 (4) 自然環境と“ヒト”との関わり 
 (5) 保護者の意識啓発 
 (6) 人的環境・保護者の意識に期待 
６．おわりに 





















































































   ・色々な方と話をすると迷いがなくなる時もあり、安心感が生まれる。 
   ・同世代の子ども同士がふれ合えることで、子どもの世界観が広がった。 
   ・親子共に行動範囲が広がり、友だちができた。引っ越してきたばかりで有り難い。 
   ・ストレス発散ができた。 
   ・同年齢と交流することで表現や感情の伝え方に変化が現れた。 
   ・子どもは十人十色だということが分かり、子どもに対して優しくなれた。 















































































































































































































[１] レイチェル・カーソン著 上遠恵子訳『センス・オブ・ワンダー』新潮社 
[２] 上遠恵子・原 強『＜沈黙の春＞を読む』 47 かもがわブックレット 
[３] マリナ・ハーマン/ジョセフ・パッシ/アン・スキムフ/ポール・トゥルーアー著 山本幹彦 南里 憲訳 
『子どもが地球を愛するために』 人文書院 
[４] 根元正之 著『日本らしい自然と多様性－身近な環境から考える』岩波書店 
[５] 広木聖三 編『里山の生態学』名古屋大学出版会 
[６] 松尾嘉郎・奥窪壽子著『絵とき 土と遊ぼう－からだで感じる地球のいのち－』農山漁村文化協
会 
[７] 山田卓三 文『からだを感じるあそび事典－五感をひらく原体験100集－』農山漁村文化協会 
[８] 後藤永子『保育者として生きる－保育指導論』スペース新社保育研究室 
[９] 文部科学省『新学習指導要領』2008年 
[10] 文部省『幼稚園教育要領解説』平成16年６月15日初版 フレーベル館 
 42 
[11] ルソー著 今野一雄訳『エミール』岩波書店 
[12] 今森光彦 文・写真『だれだかわかるかい？虫のかお』福音館書店 
  「かがくのとも」傑作集どきどき・しぜん 
[13] 稲田 務 絵・宮武頼夫 文『なつやすみ虫ずかん』福音館書店 
  「かがくのとも」傑作集どきどき・しぜん 
[14] 小田 豊・芦田 宏 編著 新保育ライブラリ『保育内容 言葉』北大路書房 
[15] Dr Miranda Macquitty『Kids Ony』Natural History Museum 
[16] Ben Morgan『Nature Activities. Rock & fossil hunter』Dorling Kindersley Limited 
 
受理日 平成24年10月 1 日 
 
